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ある一定の社会集団において，銅虫卵保有率が低下す

るにしたがつて，不受精卵のみの排出者の全虫卵保有者

;tこたいする比率が， しだいに増大するという事実は，す

でに小宮 (1958,1959), 伏見(1959) らによって指摘さ

れているところである

これに関連して伏見(1959)は，一定の社会集団におけ

る感染虫数の分布型は P6lya-Eggenberger 型に近似す

るものであることを確め，これから塗抹法による検便成

績より銅虫の真の感染者率および平均感染虫数を推定し

うる理論模型を作成した一方小宮(1958, 1959)は，こ

の銅虫卵保卵率の減少にともなう不受精卵排出者比率の

増大を，＇特に農村型地域社会集団において，定期的地域

的集団駆虫の予防効果の増大として把握し，このことの

銅虫予防対策上における意義を力説している

しかし，銅虫卵保有率の減少にともなう総保卵者にた

いする不受精卵排出者比率の増大は，一つの傾向として

把握されながらも，その具体的な裏づけには未だ乏しい

うらみがあるそこで著者らは，多数の主として学童社

会群を対象とし，種々なる銅虫卵保有率下におけるその

不受精卵出現比率を調べ，銅虫卵保有率と不受精卵排出

者比率との関係について実際のデータにもとづき検討を

加えてみた．

以下はその結果についての報告であると同時に，その

結果の特に集団駆虫を中心とする予防対策の応用につい

ての論議である．

検査 方 法

対象社会群：対象社会群としては，主として小，中学

校保育所等の学童群（少数の地域社会群を含む）をもつ

てした具体的には滋賀県下における各小，中学校学童

生徒，保育園等の児童などの社会集団数93と，東京都

下における同様の社会集団 52,,計 145社会集団を検査

対象としたなお以上二地域の社会集団を選定したの

は，前者地域は比較的高率の後者地域は比較的低率の保

卵度を有することが想定された一方，本調査の目的には，

各種保卵度を有する社会群からのデータが必要とされた

からである

検査の方法：検便はもつばら厚層セロファン塗抹法を

用いて行われた検査便量は約 50-70mg, 検査は銅虫

卵について行われ，全標本を精査して，その 1つ 1つに

ついて受精卵（受精卵と不受精卵とを混在検出するもの

を含む）を検出するものと不受精卵のみを検出するもの

とに区別された．

検査の成績

いま上記の被検各集団を総検査人員に対する銅虫卵陽

性者比率の高い順に各10%ごとに区切りをつけて表示

すると，第 1表のごとくである

いまこの第 1表について， その銅虫卵保有率各 10% 

ごとに区別した級， a より iまでの各欄について， それ

ぞれの集団における不受精卵排出者比率を比較してみる

と，それぞれの級間においてもある程度のばらつきが認

められるが， しかしこれらを総体的に通覧するときは，

社会群の銅虫卵保有率が低下するにしたがつて，総じて ‘

この比率が増大する傾向にあることが看取できる

いまかりにこれら a-iの各階級内における各社会群

をほぼ同一母集団に属するものと見倣して，各a-i階級

の各集団の被検人員を合計し，各級別ごとにその検査総

人員にたいする平均銅虫卵保有百分率比と，総陽性者に

たいする不受精卵排出者分百比とを計算して表示すれ

ば，第 2表のごとくになるすなわちこの場合には銅虫卵

保有率が低下するにしたがつて不受精卵排出者比率が増
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第 1表検査成績

錮虫卵 不受精卵

検査社会集団名 検査数

闘 闘％ 平均％ ％ 平均％

鎌昇掛小学校 25 21 84 0 3 14 3 
a. 川小塁学校

423 325 77 3 36 11 3 
70%以上 小学 433 335 77.3 44 13.1 

八日市， 幼稚園 25 19 76.0 77.2 6 31.6 12.7 
906 700 (78. 7) 89 (17. 6) 

鎌鎌鋳甲掛掛掛良小幼幼中稚稚学学校校楓園

34 23 fi7 6 5 21 8 
b. 24 16 66.6 2 12.5 
60-70% 168 108 64.2 14 12.9 

252 161 63.8 64.4 46 18.6 21.7 
478 308 (65 6) 67 (16. 5) 

曇貴井小学校学 312 185 59.2 32 17 3 
生川小校 702 414 58 9 55 13 3 

甲良西幼〗稚園
58 34 58 6 8 23 5 

大滝小 366 212 57.9 35 16 5 

鎌朽大大日掛滝木滝夏村小小小保学，学育 民

208 118 56.7 27 22.8 
353 200 56.6 31 15.6 

C 493 276 55.9 25 9 1 
50-60% 68 38 55 8 4 10.1 

49 27 55.1 5 19.2 

甲良中学校! 園
384 203 52.8 44 21.6 

桜彦半多根谷賀田小城幼中南稚学学固育園

548 281 51.2 58 20.1 
169 86 50.8 26 30 2 
75 38 50.6 15 49.5 
44 22 50.0 55.7 8 36 4 17 4 

計 3829 2134 (55 O) 373 (21 8'¥ 

朽朽愛武甲佐知木良木村村西幼Ill村小東稚中民

302 150 49.6 25 16 7 

小学校学校
569 284 49.7 55 19 4 
572 276 48 2 87 31 6 

愛知賀小I学校学悶園校

52 25 48.0 ， 39 1 
228 105 46.0 31 28 7 
616 281 45.6 48 17.5 

多息郷小学 358 162 45 2 50 30.8 
中部小学 423 187 44.2 29 15 6 

d. 八日市，中野校幼稚園 25 11 44.0 1 9 1 
40-50% 貴生保川 学 247 108 43.7 13 12.2 

日夏 育校園 53 23 43.3 7 30.5 

米草信原津楽小幼中稚学学学校校園

14 6 42 8 3 50 0 
68 29 42.6 17 58.6 
876 374 42 6 42 11.2 

鎌貴掛生小川小学保校
156 67 42.9 16 17.6 
637 269 42.2 11 41.0 

能登Ill上塁東 育園 46 19 41 3 7 36.9 

玉広緒瀬小小学学
428 206 41.8 58 28.3 
329 135 41.0 45.2 47 34.1 20.4 

計 5999 5717 (44.4) 556 (27. 8) 

市彦河辺根幼城稚南保園育園
56 22 39.4 7 31.8 
70 27 38.5 7 25.9 

南中学校校 312 117 37.5 41 35.1 

鎌南掛北小学
194 71 36.5 17 23.9 
319 117 36.6 65 55.8 

彦根都城佐南小小学学校校 357 130 36.4 52 40.0 
28 10 35 7 2 20.0 

e. 199 71 35.6 22 31.0 
30-40% 361 127 35.1 28 22.6 

333 114 34.2 20 17 6 
575 190 33.0 69 36.4 
422 139 32.9 45 32.2 
321 104 32.3 30 28.7 
835 272 32.4 172 63.2 
444 144 32.5 46 32.0 
362 112 30.9 29 25.8 
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第 1表つづき

蝠虫卵 不受精卵
検査社会集団名 検査数

闘 誓:％ 平均％ ％ 平均％

中野幼稚園 52 16 30 7 6 37.6 
愛知川小校学校 671 202 30 1 64 31. 7 
日夏小学 179 54 30.1 33.4 8 14.9 35 8 

計 6090 2039 (34. 2) 730 (31 9) 

信楽小学校 688 206 29.9 102 50.3 
能登川興風保育園 75 22 29 3 10 45.5 
愛知中学校 355 105 29 5 25 23 8 
佐和山小学校塁 590 173 29.3 95 55.0 
八日市第小学 1421 323 29 8 76 23 6 
貴甲南ー小校 464 133 28.6 46 34.6 

今生津川中中校学校
249 71 28.5 11 15.5 
513 133 25.9 80 65 2 

仏光保学育魯園 31 8 25.8 4 50.0 
f 半田小学 346 86 24.8 40 46 5 
20-30% 能登川東育園 45 11 24 4 6 54・6 

稲枝西小学校校 469 114 24.3 48 42.1 

河内川小!学
297 69 23 2 22 31. 8 

市米辺小学 536 128 23 8 49 38 3 
原中学 360 82 22.7 29 35.4 

喜武戸佐小学
809 178 22.0 82 46 1 

幼城稚南塁小園学校
23 5 21. 7 1 20 0 
325 67 20.6 13 22.8 

正聖徳条中学 765 154 20 1 65 42 2 
中学 426 86 20 1 24.5 42 48.8 39 2 

計 8787 2154 (25 2) 864 (39. 6) 

神神部幼稚闘学校園
51 10 19.6 5 50.0 

部小 368 71 19 2 36 50.8 
稲枝中 284 54 19.0 11 20 4 
能登川 学校 539 98 18.1 41 41 8 

八中野日市小幼学稚校園
149 26 17.4 13 50 0 
482 75 15.5 38 50.8 

g10. -20% 
八日市小北小学校 240 36 15.0 21 58 2 
草津 小学校 1495 215 14.3 99 45.0 

彦彦彦今八根日市城東小学校校校学校

1268 171 13.4 120 70.3 
1387 166 11.9 95 57.7 

根西中学 635 71 11 1 28 39 5 

根津西中学中校学
517 53 10.2 39 73.8 
496 50 10.0 13 8 21 42.0 50 8 

計 7911 1096 (14. 9) 567 (50. O) 
中央区有馬中 375 35 9.3 31 88.6 
彦世根城東小 1315 117 8.8 74 63 1 

田谷区三宿ー小小 1022 84 8.2 72 85 7 

南多摩且日野
998 82 8.2 64 78.1 

悶中野 山小 876 66 7.5 57 86.4 
多 生中 323 24 7.4 17 70 8 
多 野二麿中 335 23 6 9 19 82.6 
~斤、 早高' 172 11 6.4 10 90.9 

文南多摩順 日野一 382 24 6 3 14 58 3 
港区心高 588 36 6 1 32 88.9 
中央区佃島小 744 45 6 1 45 100 0 

h 中央区久愛松中 754 45 6 0 37 82.2 
5-10% 新宿区 日小 699 41 5.9 37 90.2 

港区順心中 172 10 5 8 10 100.0 
中央区月二中 431 25 5.8 22 88.0 
中央区雑浜町中 376 21 5.6 14 66.7 

610 34 5.6 30 88 2 
新豊中宿央島区区区文四谷海司谷大中小小 P.T.A. 219 12 5.5 11 91. 7 

729 38 5 2 33 86.8 
中央区月ー中 463 24 5 2 21 87.5 
ライオン歯磨小 354 18 5.1 15 83.3 
中央区明中石 1008 51 5.1 43 84.3 
彦根西学校 277 14 5.0 6.7 10 71.5 81.6 

計 13222 880 (6 .4) 718 (83. 2) 
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第 1表つづき

錮虫卵 不受精卵
検査社会集団名 検査数

闘 喜□％ 平均％ ％ 平均％

中央区城袋東小 312 15 4.8 14 81.3 
豊島区池五小 647 30 4.6 28 93.3 
中央区明正中 413 18 4.4 18 100.0 
中央区月三中 499 22 4.4 18 81 8 
中野区桃三小 1059 43 4.1 38 88.4 
中央区阪本小 470 19 4.0 18 94.7 

南南中央多多摩摩区区十月平日ー野山小小第二小

1425 55 3.9 45 81.8 
603 22 3.6 18 81.8 
335 12 3.6 7 58.3 

中央 思小 451 16 3.6 15 93.7 

文中央京区区千常若久大月日盤駄松本成三宮小精小木小小小小工

1091 38 3.5 34 89.5 
548 19 3.5 18 94 7 

中野区 1222 41 3.4 32 78.1 
中央区 1350 45 3.3 38 84.4 

1. 大田区 K.K 213 7 3.3 7 100.0 
1-5% 豊島区 524 17 3.2 14 82.4 

中央区 578 18 3.1 18 100.0 
中央区有月二小 1207 36 3.0 34 94.4 
中央区 馬小 1072 28 2.6 24 85.7 

南中央摩区区区区区区区潤築泰紅明明東京術正橋石華地葉明小小小小小J中昭II 

479 12 2.5 11 91. 7 
599 15 2.5 12 80.0 

中夏 563 14 2.5 12 85.7 
中央 853 21 2.5 20 95.2 
中央 840 19 2.3 17 89.5 
中央 509 11 2.2 11 100.0 
中中央央 和中小 327 7 2.1 6 85.7 

385 8 2.1 6 75.0 

中中央区京橋華砲小小州
739 15 2.0 13 86.7 

央区鉄 小 710 11 1.6 ， 81.8 
中央区京 484 5 1.0 3.1 5 100.0 87.6 

計 20507 639 (3 1) 560 (87. 9) 

第2表 蝙虫卵保有率とこれに対する 大しつつある関係が明らかに看取され，銅虫卵保有率が
不受精卵排出率との関係 凡そ 3%ぐらいに低下するときはこの比率は実に 90o/o 

保卵率 検集査社会総検査錮虫卵 保錮（有％虫卵率） 保不卵者受者精率卵数（％排対） 
近くに達していることが分る

団数人員陽性者数 出 なお不受精卵排出者比率の項にカッコ内に示してある

70-85 4 906 700 77.2 12.7(17.6) 数字は，各 a-i級内の各社会集団での不受精卵排出者

(78. 4 7) 比率（％）を合計してその百分比を計算した結果である
60-69 4 478 308 64. 21. 7(16. 5) 

が，これとカッコ外の百分比とを比較してみるとその間(65. 6) 
50-59 14 3829 2134 55.7 17.4(21.8) ほとんど大差が認められない．このことは各級間の各社

40-49 19 5999 2717 (4555..02 ) 20.4(27.8) 会集団を同一母集団と認めなくても，その各級間平均を

30-39 19 6090 2039 
(4343 .4) 

.4 35. 8 (31. 9) とつた不受精卵排出者比率は，これらを同一母集団と認

(34. 25 ) めて計算した結果と大差ないことを意味している20-29 20 8787 2154 24. 39.2(39.6) 
(25. 28 ) いづれにもせよ，特定の社会集団における銅虫卵保有

10-19 13 7911 1096 13. 50 0(50.0) 
率が低下するにしたがつて，総保卵者にたいする不受精(14.9) 

5-9 22 13222 880 6.7 81.6(83.2) 卵排出者比率が増大し，前者がほぼ 5%以下に低下する(6.4) 
1-4 30 20507 639 3.1 87.6(87.9) ときは， 後者はほぼ 80%以上に増大するものとみて概

(3・1) 
ね差支ないといえるだろう．

計 145 
考 按

備考（ ）内の％は各集団の別々の％の単化平均
不受精卵排出者比率の増大とその銅虫対策上における

(48) 
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第 1図 錮虫卵保有率と不受精卵排出者率との関係

意義

銅虫卵保有率が低下するにしたがつて，総保卵者中に

占める不受精卵排出者の比率が漸次増大するという事実

は，大体において前者の低下とともに 9のみの単性寄生

者が増加することにもとづくものと考えられ，また，かよ

うに 9のみの単性寄生者が増大するということは，当該

社会集団において卵保有率の低下とともに 1人当りの平

均寄生虫数が漸次低下することによるものと考えらる

そして卵保有率が 5%以下に低下するときは，卵保有者

の平均寄生虫数がおそらく 1.0に近い価にまで低下して

いるからであろうと推察される

かつて筆者ら (1953)は，鉤虫の集団駆虫を 3カ年間＜

りかえして行ったさいに， その卵保有率は約 3分の 1に

低下しただけなのに，その被駆虫集団における駆虫によ

る虫体排出の平均は約 30匹から約 1匹と，ほぼ 30分の

1に低下したという経験を有しているおそらく銅虫の

駆虫の場合でもこうしたことが存在することが類推され

る．いうまでもなく筆者らの調査集団は年々集団検便と

集団駆虫とをくりかえしてきつつある集団である

が，それはそれとして卵保有率の低下とともに総虫卵

保有者における不受精卵のみの排出者比率が増大すると

いうことは，逆にその受精卵排出者比率が減少するとい

うことを意味する受精卵排出者比率が減少するという

ことは，反ぷく集団駆虫の過程において，その集団から

日々産出される感染源たる総虫卵数の減少であるという

意味において，重要なる意義を有するとくにその感染

源による感染が一定の局限された地域内においてその地

域内の集団成員にたいして行われるような場合，例えば

筆者のいわゆる純農村型（小宮， 1959)地域社会における

その意義は重大である

このことについてはさらに後で再びふれるつもりであ

るが，かような地域社会集団において，集団駆虫の反ぷ

く実施によりその卵保有率が減少するとともに，全体の
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第 2図 保卵率 5%以下のものにおける不受精卵排

出者比率

卵保有者中の受精卵排出者比率がさらに減少すること

は，具体的にはかかる受精卵排出者の絶対数が倍化的に

減少することであるから，その集団の大きさ等を考慮に

入れて，かような感染源保有者を具体的に追跡 (follow

up) し， その感染源の遮断に新しい方策を取りうる可

能性が出てくるわけである

いま以上のことを考慮に入れてかんがえてみると，既

述のデーターのうち， とくに不受精卵排出者率のいちじ

るしく大きくなっている卵保有率 5%以下のところが，

とりわけ重要となるので，この級間の事例についてさら

に以下，少しく検討を加えてみたい

第 1表によると，級間 i,つまり卵保有率 5%以下に

属する集団は総数 30であるが， これを卵保有率を横座

標に，不受精卵排出者比率を縦座標にとつて作図してみ

ると第 2図のようになるすなわち全 30集団のうち，

3例を除いて他の 27例(90%)はことごとく不受精卵排

出者比率80%以上のところにある また例外の 3例の

うち 2例はそれぞれ約 78%および 75%で， 80%とは大

差なく，残る 1例のみは約 58%とやや低い率を示して

いる．いまこの不受精卵排出者比率が 80%以上となる

確率を上下 5%の信頼限界において求めてみると約 3.1

-23.7 %となる

銅虫予防対策の新しい段階えの示唆

すでに筆者が指摘（小宮， 1959)しておいたように，か

ような総虫卵保有者対受精卵保有者比率の減少は，モデ

lレ的に考えられた封鎖的地域社会集団，近似的には純農

村型の地域集団においては，定期的地域的集団駆虫の二

(49) 



50 

重の予防効果としてその結果を現わしてくるすなわち

かかる地域社会にあつては，そこに属している成員のお

おむね排出する卵のみがその地域に属する社会成員にた

いする感染源となるのであるから，集団駆虫によりその

全成員の保有する総虫数の減少そのものが，それだけそ

の成員に対する感染の危険を減少せしめると同時に，卵

保有率の減少にともなう受楕卵排出者比率の減少はかか

る危険をさらに一層激減させるからである

以上の事柄は，すでに銅虫予防の「コントロール」段

階においても通用するところのものではあるが，もし一

定のかかる社会集団において，たとえば卵保有率が 5%
ないしそれ以下に低下した場合においては，受精卵排出

者の比率はそのまた約 20%以下，すなわち全成員の

1.0%内外に減少するであろうということは， ここに集

団駆虫の遂行途上における銅虫予防対策の新しい段階を

示唆するものである， ということができよう

一般に銅虫予防の段階は，大別してこれを 3つに分け

ることができる．第一の段階は，何等の具体的な予防対

策を構ずる以前の段階，いわば「野放し段階」である．具

体的な予防対策を構じている段階がこれに次ぎ，これを

かりに「コントロール」の段階と名づける．コントロー

ルの段階にあつては，特定の社会集団を対称として，こ

れに集団的にたとえば定期集団駆虫の遂行等の対策を行

つてゆくが，この段階にあつては，個々の保卵者につい

てそれらが完全に卵陰転を示すまでの追跡的な駆虫は普

通行われていない．もしそれが徹底的に行はれうるとす

れば，銅虫は遠からずしてその地域からは撲滅されるこ

とになるわけなのだが，一般には，卵保有率がある程度

まで低下しない間は， 卵保有者の絶対数が多きに失し

て，かかる個々の追跡は不可能に近いからである

筆者は，一定の地域社会集団において，かような卵保

有者， とりわけ受精卵の保有者の追跡が具体的に可能と

なる段階を，銅虫予防の新しい段階として考え，かりに

これを新しい第 3段階，「根絶の段階」と名づけたい

いま若しここに仮りに人口 1,000人の地域社会集団が

あると仮定するもしこの集団でその虫卵保有率が 5%
に低下したとすれば， その受精卵排出者比率はほぼ 1.0

％であるから，その時には感染の危険のある受精卵の排

出者の絶対数は約 10人となるこの位の人数ならば，そ

の社会集団の保健組織と運営とかがある程度まででき上

つていれば，その個々人の追跡は可能であるだろうも

しかくしてかかる追跡プログラム（根絶フ゜ログラム）が計

画され行われるにいたれば，蝙虫予防は初めてその新し

い第 3の段階，すなわち「根絶の段階」に入ることがで

きたというべきであろう

しかしある一つのかような地域社会集団で，追跡すべ

き人員の絶対数が何人に達したならば，かかる追跡が可

能であるかという問題は，ひとえにその社会集団の大き

さと，保健組織，運営の如何と，一般住民の銅虫根絶に

関する知識と意欲との如何等を参しやくして決定さるべ

き問題であつて，ここに一律には律しがたい

ただし技術的な条件として，かような「根絶段階」に

おける追跡を可能ならしめるためには，あらかじめ検卵

時において不受精卵のみを排出するものとしからざるも

のとを精査，記録しておく必要があることはいうまでも

なVヽ．

都市型の地域社会においてはその感染の様相は純農村

型のそれと全くことなるこれらの社会にあつては，銅

虫卵保有者より日々排出される卵は，純農村型社会にお

けるとはことなり，その地域内に定着することなく，お

おむねその地域外に運び去られる．農村における屎尿の

下肥としての利用は現在減少の一途を辿りつつあるとは

いえ，都市屎尿処分比率上その農村還元部分が過半数を

示している現状にあつては，これら都市の屎尿内の虫卵

の大部分もまた，農村地域え還元，定着することとな

る

一方都市における銅虫感染のほとんど大部分は虫卵に

よつて汚染された野菜等の摂取によるとみていい． しか

してこれら都市需要野菜に附着する虫卵は，大体におい

てその周辺の野菜出荷農村において産出された卵である

ということができる註

かように，都市における銅虫感染源たるその虫卵が野

菜出荷農村地域に由来する以上，都市における銅虫を根

絶する最良の方法は，これら農村地域において出荷野菜
I 

には人屎尿を全く使用させないか，あるいはさらに徹底

して，これら農村地域からの錮虫を根絶することであ

る

したがつて都市型地域社会における，虫卵保有率の減

少にともなう不受精卵排出者比率の減少の予防効果上に

おける意味は，純農村型社会におけるそれとは全く異

るけだしここでは受精卵排出者を追跡しこれらを徹底

的に駆虫を行つてしまつても，この地域における感染源

(50) 

（註）手指汚染による錮虫の感染Jレートは都市において
は殆ど存在しないと見ていいだろう．けだし手指
を虫卵により汚染すべき媒介物が都市には殆ど存
在しないからである
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を根絶することにはならないからである． 保有率が集団駆虫の励行等によつて約 5%ないしそれ以

姻虫予防上における都市の受精卵排出者の意義は，そ 下に低下した場合には，その際きわめて少数となつてし

れらが不受精卵のみの排出者に比して，概して寄生虫数 まつた感染源産出者たる受精卵排出者を，個々に追跡

の多いもの一一少くとも Q 0とも各 1匹以上，つまり 2 し，これを徹底的に駆虫を行い，当該地域における感染

匹以上のもの一ーだという点にある．これらの人々はあ 源の産出を 0またはこれに近からしめ得るという，銅虫

るいはその家庭成員が銅虫に感染し易い素質を有つてい 予防における新しい段階，つまりその「根絶段階」に入

るのであるかもしれないし，またあるいはその家庭がそ

うした環境条件下におかれてあるのかも知れない．これ

らの問題を明らかにする意味でこれらの人々を追跡する

ことは，また異つた意味で銅虫予防上意義はある

が，一般的にいつて，都市地域社会における成員の銅

虫寄生の絶滅は，直接的には集団駆虫を徹底強化すると

ともに，たとえば家庭における中性洗剤の使用の励行等

によつてその再感染の源を徹底的に遮断する以外に，方

法がないようである

まとめ

一定の社会集団において，銅虫卵保有率の低下にとも

なう総保卵者にたいする不受精卵のみの排出者比率の関

係を，主として小中学校児童集団を対象とする 145の社

会集団についてセロファン厚層塗抹法による検卵法を用

いて調べてみた．その結果，銅虫卵保有率の低下にとも

なつて総虫卵保有者にたいする不受精卵のみの排出者比

率は漸次増大し，虫卵保有率が 5%以下に減少するとき

は，右の比率は平均的にはおおむね 80%以上に達する

ことを知つた．

かような事実は， とくにモデル的には封鎖地域社会集

団，近似的には純農村型地域社会集団において，銅虫卵

(51) 

りうることを示唆する
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The rate of the positive for ascaris ova among those examined has shown the gradual 

slowdown from 1951 in Japan. This rate was about 55% in the year 1951 but wax found decrea-

sed 15% in the year of 1960. Thus in several localities this rate has been decrease.cl as low 

as 5% or less. It is suggested that the ratio of those expelling only unfertilized eggs of ascaris 

tend to increase gradually as the rate of its positive has been decreased. To confirm this 

matter 145 social groups were randomly selected, all members of these groups were examined 

for ascaris ova and the results were arranged according to the rate of the positive for ova. 

At the same time the raio of those expelling only unfertilized eggs to all positive cases were 

culculated. The results showed that the ratio of those expelling only unfertilized eggs 

increased gradually as the rate of the positive diminished and finally the former attained to, 

about 80% as the latter decreased to 5% or less. 

As already known the unfertilized eggs have been proved to be non infective because 

they are the dead ones. In Japan the main preventive measure of ascariasis in practice is its 

repeated mass treatment. Thus, during the course of this procedure, the number of the 

positive for fertilized eggs is to decrease more rapidly as the rate of the positive for ova 

decreased. If the latter attained to about 5%, the rate of those expelling fertilized eggs will 

decrease to only 1 % of all_ members of the social groups. Such facts indicate the possibility 

of the follow up of all members expelling the fertilized eggs and the complete expelling of 

their worm burdens. 

The authors divide the preventive stage of ascariasis into three. The first is the non 

control stage, where no control measures have yet been taken. The second stage is termed 

as the control stage, where a certain con.trol _ measures, in Japan this means the introduction 

of mass treatment, have been introduced. In Japan almost all the communities or social groups 

are now either in the first or second stage. If the practical follow up of those expelling the 

fertilized ova is introduced into any social group or community so the new stage of the eradi→ 

cation of ascariasis is to be realized and this stage means the third one. From the facts above 

mentioned it is suggested_ that among many social groups in Japan the new eradication program 

can be introduced. 

(52) 




